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はじめに
南極大陸は南極横断山脈で西南極と東南極に分
けられる．西南極が比較的新しい大陸片や変動
帯が古生代以降に東南極の古太平洋縁に付加し
たものとされているのに対し，東南極は先カンブ
リア時代の楯状地であり約6~5億年前に2つの大
規模な縫合帯を介して順次付加，集積してアフリ
カ，インド，オーストラリア，南米とともにゴン
ドワナ超大陸を形成していた(外田. 2012)．さら
に約10億年前の超大陸ロディニアの時期には少
なくとも3つの地塊に分かれていたということも
分かってきた．日本の南極観測地は東南極の
20~50度をカバーしており，昭和基地周辺はちょ
うど東西ゴンドワナの縫合帯の場所であるとして
注目を集めている．ブラジルやオーストラリアで
は閉鎖温度の低いアパタイトを用いたフィッショ
ントラック（AFT）年代測定法により大陸分裂お
よびその後の削剥プロセスの研究がされている
(Gallagher & Brown, 1997)．本研究では日本の
南極観測地域から採取された岩石をAFT法により
研究し，この地域の熱史を明らかにする．

研究対象地域
研究対象地域をFig. 1 に示す．リュツォ・ホル
ム岩体は高度変成岩類であり，プリンス・オラ
フ海岸に沿って300 km分布する．変成度は東か
ら西に角閃岩相からグラニュライト相に上昇す
る．既知年代はジルコンU-Pb年代で5.5~5.2億年
前であり(Shiraishi et al., 1994, 2003)，パンア
フリカン変動時の変成年代である．日の出岬は
プリンス・オラフ海岸の角閃岩相帯に位置する

が，変成トロニエム岩中にグラニュライトが産出
する(Hiroi et al. 2006)ことや，ジルコンU-Pb年
代などが約10億年前 (Shiraishi et al., 1994, 
2003)を示すことからリュツォ・ホルム岩体とは
区別されている．またナピア岩体は太古代中期~
原生代初期に約1000℃を越える超高温変成作用
を受けたグラニュライト相変成岩体であり，ジル
コンコア部のU-Pb測定によって40億年近く前の
火成作用の年代(e.g., Harley and Black, 1997)
が得られている．本研究ではリュツォ・ホルム岩
体から2試料(AU1, RH1)，日の出岬から2試料
(HND1, NO2)，ナピア岩体から5試料(406A, 
701A, 901A, 102A, 604A)を用いてAFT年代測
定を行った．

結果
鉱物分離の結果，リュツォ・ホルム岩体および
日の出岬の試料にはアパタイトが含まれていた．
しかしナピア岩体の5試料にはアパタイトは含ま
れていなかった．そのためAU 1 , R H 1 , 
HND1,NO2の4試料でAFT年代測定及びトラッ
ク長測定を行った．４試料ともトラック長分布は
13~14μmに幅の狭い単一のピークを持つ，安定
的な基盤岩に特徴的な（Gleadow et al., 1986）
トラック長分布を示した．得られた年代は～300
から400Maであった．

考察
全試料の平均トラック長が12~13μmとアニー
リング帯を通過する際に多少トラックがアニーリ
ングしたと思われるが，比較的長いことから年代
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Fig. 2 調査地域の熱史．RH1では黒雲母K-Ar年代に依存し２つのパスが書かれている．

Fig. 1 試料採集地点，外田（２０１２）の図に加筆．



値＝冷却年代であると考えられる．AU1，RH1
についてはパンアフリカ変動時から本研究で得ら
れた年代まで，HND1，NO2についてはグレン
ヴィル変動時から本研究で得られた年代まで，約
120℃以上の高温状態にあり，得られた年代に閉
鎖温度を通じて冷却した．冷却史まとめをU-Pb
年代，K-Ar年代（Fraser and McDougall, 
1995）とあわせてFig.２ に示す．この結果か
ら，大陸分裂時にはこの地域のAFTに影響を及ぼ
すような加熱や上昇削剥が生じなかった事がわ
かった．またこれらの冷却年代は，オーストラリ
アや南極大陸の安定な内陸部から報告されている
AFT年代と一致しており，広域的な安定陸塊の冷
却過程を反映している可能性がある．
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